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まもなく幸手駅橋上駅舎東西自由通路が完成
平成 31年 3月 16日（土）、幸手駅橋上駅舎東西自由通路がいよいよ完成します。

交通の利便性の向上や、観光振興など、市の活性化につながるものと期待できます。

完成を目前に控え、幸手駅周辺の変貌を写真で懐かしんでみませんか。 ～幸手駅周辺の変貌～

昭和後期・平成の幸手駅

改修工事らへんの写真

■ 昭和４年（１９２９年）

　昭和 4年 4月、歓迎門に「祝鐡道開通　幸手町」

と記載されています。念願の鉄道開通や、幸手

駅の開業を祝う歓喜の様子が伝わってきます。

■ 昭和６年（１９３１年）

　開業後間もない頃の幸手駅、当時の幸手町勢

要覧には「交通の頻繁なるにつれ、自動車の数も

非常に増加している」と記載されています。

■ 昭和４９年（１９７４年）

　昭和 49 年 6月開店の東武ストア、当時の幸手

駅の顔とも言えるお店でしたが、平成 15 年 2月

に閉店となりました。

■ 平成１３年（２００１年）

　バスのターンテーブルは、東口駅前広場整備

工事に伴い、平成 18 年 3月に撤去完了となりま

した。写真は、平成 13年 8月に撮影されたもの

です。

■ 平成２０年（２００８年）

　東口駅前広場が完成し、移動や乗降時に雨に

濡れないようにシェルターを連結。待ち合わせ

などに利用できる、手すりのあるサークルベン

チも設置されました。

■ 平成２３年（２０１１年）

　幸手駅のバリアフリー化を進めるため、エレ

ベーターおよび多機能トイレが設置されました。

　外観は開業当時の面影を残し、82 年の月日が

流れました。

■ 平成２９年（２０１７年）

　仮駅舎への利用切替となり、駅の橋上化とと

もに、東西地区を結ぶ自由通路や西口駅前広場

整備が平成 29年 8月から行われました。

　平成31年3月16日、新たな幸手駅の誕生です。

■ 昭和６０年（１９８５年）

　埼玉県統計年鑑によると、幸手駅の年間乗者

数のピークは昭和 60 年で 4,132,763 人と記録さ

れています。
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